
●講義の概要
　ラスベガスをはじめ、様々な国のIRもしくはIR類似の施設
やその背景、政策、制度の在り方、慣行を題材とし、デイスカッ
ション及びデイベートを行う。受講生に予め一定の課題をア
サインし、これらを報告の対象とし、議論の対象とすること
も含める。必ず自分の意見を述べ、かつ他人の意見を考慮・
尊重することが求められる。

●講義の到達目標
　IRの歴史や各国の事例紹介を通して、IRに係る一定の知識・
知見を習得し、現在及び未来のIRがどうあるべきかを考え、
コーデイネートするリーダーシップとしての素養を身につけ
る。具体的には 2 つの目標をクリアする。それらは 1 ）自分
の修士論文のトピックを決定する。2 ）論文形式の文章に慣
れる、である。

●講義計画
概ね下記概要で実施するが、状況次第では変わることもあり
うる。
第 1 回：オリエンテーション／賭博行為の制度的意味
第 2 回：IRの歴史／日本の賭博
第 3 回：賭博規制の経済学
第 4 回：パチンコ文化と日本人
第 5 回：論文の書き方①：統計基礎
第 6 回：公共政策と公共目的
第 7 回：公共政策の実践と規制の実践
第 8 回：論文の書き方②：因果モデル
第 9 回：カジノ産業発展の在り方
第10回：（フィールド・トリップ）
第11回：賭博依存症に関する課題と論点
第12回：論文の書き方③：倫理とモラル
第13回：規制機関の組織に対する議論
第14回：（前期発表）
第15回：（前期発表）
第16回：ラスベガス研修の反省
第17回：賭博規制の政治学
第18回：「ラスヴェガス物語」
第19回：法遵守（コンプライアンス）の在り方
第20回：確率と統計
第21回：米国連邦銀行機密法とAMT（対マネーロンダリング

対策）
第22回：スポーツと賭け
第23回：カジノ収益の監査及び会計の在り方
第24回：「ツキの法則」
第25回：機械ゲーム、コンピュータゲームの制度的あり方
第26回：ギャンブルと犯罪
第27回：ライセンス（免許）の意義、目的、範囲、深さ
第28回：社会的コスト論
第29回：（課題発表）
第30回：（課題発表）

●成績評価基準と方法
　講義への参加34％、デイスカッションの質33％、トピック
の決定と質、および文章の提出物の評価33％を目安とする。

●テキスト又は参考文献
　講義の中で指示する。英文のものも使用する予定

●受講上の留意点
　受講者全員のスケジュール調整によって、状況次第では集
中や休日開講がありうる。
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●講義の概要
　ロジスティクスの特徴は、そのサービス性にあるといえる。
それ故、サービスの受け手の違い、対象となる物の形態（単
純には重いか軽いかなど）、移動距離、要請される処理時間な
どにより、ロジスティクス活動は多様な形態を取らざるを得
ない。
　したがって、事例研究は欠かせないが、理論がそこに存在
することも確かである。まずは、基本文献や基本的事項を消
化することから始める。
　個別性と普遍性のバランスを取りながら、ゼミ生の発表を
中心に演習を行う。

●講義の到達目標
　修士論文を作成するために必要な基礎的理論と専門的知識
を修得するとともに、研究課題を発見し、その課題の解決方
法を設定するとともに、解明に向けて調査研究できる能力と
思考方法を身につける。

●講義計画
　前期は、文献研究とケース・スタディを中心に行う。理論
の理解や企業経営の中でいかに実践されてきたかについて学
ぶ。
　後期は、ゼミ生各自の研究テーマに沿った文献を中心にレ
ビューを行い、その分析と研究報告・討論を重ねて、修士論
文作成に向けた基礎固めを行う。

●成績評価基準と方法
　演習への出席状況や取り組み姿勢、また報告の内容をみて
評価する。文献研究内容で50％、報告内容で50％として配点
する。

●テキスト又は参考文献
　受講者各自の研究内容に沿った文献を紹介する。
　その他の文献は適宜紹介する。

●受講上の留意点
　明確な目標設定と効果的な研究方法を組み立てることがで
きれば、研究は比較的にスムースに進んでいくが、そこまで
の努力が求められる。こつこつと研究を積み上げていくこと
が必要である。
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